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け
ず
に
、
コ
ッ
プ
な
ど
に
注
い
で
か

ら
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
浄
水
器
に
は
塩
素
ま
で
除
去
し
て
し

ま
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
保
存
す
る

場
合
に
は
、
蛇
口
か
ら
直
接
注
ぐ
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
保
存
前
に
沸
か
す
と
水
道
水
中
の
塩

素
が
減
っ
て
し
ま
う
た
め
、水
の
ま
ま

で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
直
射
日

光
を
避
け
て
涼
し
い
場
所
に
保
管
し

た
場
合
で
3
日
程
度
、
冷
蔵
庫
に
保

管
し
た
場
合
で
10
日
程
度
、
消
毒
用

の
塩
素
の
効
果
は
持
続
し
ま
す
。
日

付
を
メ
モ
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

▽
保
存
期
間
が
過
ぎ
て
も
、
沸
か
し
て

飲
め
ば
問
題
あ 
り
ま
せ
ん
。

生
活
用
水
の
確
保

▽
ト
イ
レ
で
流
す
た
め
の
水
と
し
て
、

飲
料
水
と
は
別
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
に
生
活
用
水
を
溜

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
お
風
呂
は
栓

を
抜
か
ず
、
浴
槽
内
に
残
り
湯
を
溜

め
て
お
く
よ
う
に
す
る
と
、
も
し
も

の
断
水
の
時
に
役
立
ち
ま
す
。

問
豊
上
水
道
課

　
（
72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

高
齢
者
が
、
創
作
活
動
を
通
じ
て
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
行
い
、
明
る

く
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
開
催
さ
れ
る
「
信
州
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
」
高
齢
者
作
品
展
の
出
展
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

●
出
品
者
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以

上
（
昭
和
28
年
4
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）

●
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

手
工
芸
、
書
、
写
真
の
6
部
門

●
申
し
込
み　

8
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢

者
介
護
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
作
品

展
出
品
票（
所
定
用
紙
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
出
品
規
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

募
集
案
内
を
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
作
品
搬
入　

8
月
30
日
（
木
）
ま
で

に
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
高
齢

者
介
護
課
ま
で
作
品
を
梱
包
の
上
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
な
ど
で
断
水
と
な
っ
た
場
合
、

上
水
道
課
で
は
速
や
か
に
応
急
給
水
・

復
旧
作
業
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
復
旧

す
る
に
は
時
間
が
掛
か
り
ま
す
。
地
震

な
ど
の
災
害
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
落

雷
な
ど
に
よ
っ
て
停
電
し
た
場
合
に
も

急
に
水
道
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
、
各

家
庭
で
は
普
段
か
ら
飲
料
水
や
生
活
用

水
を
確
保
し
て
お
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

飲
料
水
の
確
保

▽
人
が
１
日
に
必
要
と
す
る
飲
料
水
の

量
は
、成
人
で
2
㍑
か
ら
3
㍑
で
す
。

１
人
１
日
3
㍑
を
く
み
置
き
の
目
安

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
１
歳
未
満
の
乳
児
は
、
１
人
１
日
１

㍑
程
度
で
す
。

《
く
み
置
き
の
留
意
事
項
》

▽
清
潔
で
ふ
た
の
で
き
る
容
器
（
ポ
リ

タ
ン
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
水
筒
な

ど
）
に
、
で
き
る
だ
け
空
気
に
触
れ

な
い
よ
う
、
口
元
ま
で
い
っ
ぱ
い
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
く
み
置
き
し
た
水
を
飲
む
時
は
、
雑

菌
が
入
ら
な
い
よ
う
、
直
接
口
を
付

障害者の雇用に係る応援減税水難事故を未然に防ぐために

県では、障害者の就業促進を図るため、身体障害
者等の皆さんを雇用する事業者について、一定の要
件のもと法人・個人の事業税を軽減します。これは
法人・個人の事業税の税額について、最大 10 万円
を限度として 2 分の 1 に減税する制度ですので、該
当する事業者はご活用ください。
問松本地方事務所税務課（440･1908）
　または県庁税務課（4026･235･7048）
　穂商工労政課商業労政係（482・3131㈹ 682・6622）

毎年、6 月から 8 月は、海や川へ出掛ける人も多
いことから水難事故が多く発生します。次のポイン
トに注意し、水難事故を未然に防ぎましょう。
▷天候の変化に注意する。▷自身の体調に気を配る。
▷立ち入り禁止区域、遊泳禁止区域に立ち入らない。
▷単独行動を控える。▷子供からは目を離さない。
問豊科消防署（472･3145）穂高消防署（482･3262）
　梓川消防署（478･2090）明科消防署（462･2992）
　堀危機管理室消防防災担当（472・6769 672・6739）

（
※
安
否
確
認
セ
ン
サ
ー
機
能
付
き
）
を

設
置
し
ま
す
。
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押

す
と
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
が
入
り
、
協

力
員
（
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
あ
る
近

隣
者
）
ま
た
は
出
動
員
（
市
の
委
託
会

社
）が
安
否
の
確
認
に
駆
け
つ
け
ま
す
。

※
安
否
確
認
セ
ン
サ
ー
機
能
と
は
、
自

宅
の
ト
イ
レ
な
ど
に
設
置
し
た
セ
ン

サ
ー
が
利
用
者
の
動
作
を
24
時
間
以

内
に
受
信
し
な
か
っ
た
場
合
に
、
作

動
し
安
否
確
認
の
た
め
の
通
報
を
受

信
セ
ン
タ
ー
に
送
り
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
自

宅
で
暮
ら
す
そ
の
世
帯
全
員
が
次
の

①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
緊

急
時
の
連
絡
体
制
を
持
た
な
い
世

帯
。
①
65
歳
以
上
の
人
②
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
ま
た
は
2
級
を
お
持
ち

の
人
③
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
④

精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人

●
利
用
金
額　

月
額
５
０
０
円
（
機
器

の
設
置
費
用
）

市
で
は
、「『
固
定
観
念
か
ら
ぬ
け
だ

し
て
』
～
見
方
を
変
え
れ
ば
私
が
変
わ

る
～
」
を
テ
ー
マ
に
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
誰
も
が

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
認
め
合
い

な
が
ら
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
男
女
が

対
等
な
立
場
で
参
画
の
機
会
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
時　

7
月
7
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
4
時
10
分

●
場
所　

豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▽
基
調
講
演　

演
題
「
女
性
が
元
気
な

長
野
県
を
め
ざ
し
て
」
講
師　

加
藤

さ
ゆ
り
さ
ん
（
長
野
県
副
知
事
）

午
後
１
時
40
分
～
2
時
30
分

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

午
後
2
時
50
分
～
4
時
10
分

パ
ネ
リ
ス
ト　

県
の
「
社
員
の
子
育

て
応
援
宣
言
」
登
録
企
業
と
、
地
域

で
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
。

※
入
場
無
料･

手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し

て
市
民
の
行
政
に
対
す
る
要
望
等
へ
の

解
決
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
こ
の
ほ

ど
平
成
24
年
度
の
関
東
管
区
行
政
評
価

局
長
表
彰
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
松

山
さ
ん
は
平
成
19
年
か
ら
行
政
相
談
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
と
は
、

介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施

設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養

型
医
療
施
設
・
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
）
に
入
所
し
た
り
、
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
し
た
際
の

食
費
、
居
住
費
の
軽
減
制
度
で
す
。

現
在
、こ
の
制
度
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人
が
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期
限

は
6
月
30
日
ま
で
で
、更
新
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。6
月
上
旬
に
、現
在
認
定
を

受
け
て
い
て
7
月
以
降
も
該
当
と
思
わ

れ
る
人
に
更
新
案
内
を
お
送
り
し
ま
し

た
。更
新
希
望
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な

い
場
合
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。な
お
、期

限
後
の
申
請
は
7
月
１
日
か
ら
の
適
用

と
な
ら
ず
、申
請
月
の
１
日
か
ら
の
適
用

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
更
新
期
限　

7
月
31
日
（
火
）
ま
で

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に

緊
急
連
絡
体
制
を
確
保
し
、
家
庭
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
緊
急
通
報
機
器

災害の
備え

も
し
も
の
災
害
に
備
え
て 

日
ご
ろ
か
ら
水
の
く
み
置
き
を

護

介２
０
１
２
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

出
展
作
品
の
募
集

問（
公
財
）長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

（

０
２
６
・
２
２
６
・
３
７
４
１
）

問
健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係 

（

81
・
０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

５月分の空間放射線量暴走を、しない、させない、見に行かない
測定
結果

　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定
地点

（マイクロシーベルト／時間）
5/1（火） 5/8（火） 5/15（火） 5/22（火） 5/29（火）

本 庁 舎 0.10 0.09 0.09 0.10 0.10
豊科庁舎 0.10 0.09 0.10 0.10 0.09
穂高庁舎 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09
三郷庁舎 0.09 0.09 0.11 0.09 0.10
堀金庁舎 0.09 0.09 0.10 0.09 0.09
明科庁舎 0.08 0.08 0.09 0.08 0.08
穂高健康

支援センター 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

5 月～ 6 月の 2 カ月間は暴走族追放強化期間です。
暴走族根絶に向け、安全で快適な地域の環境を確保
するため、この時期に活発化する暴走行為や暴走族
への加入を防止し、離脱を支援するため、家庭・学校・
職場・地域・関係機関・団体等で、暴走族追放運動
を展開しています。皆さんのご協力をお願いします。
問長野県暴走族追放県民会議（県企画部生活文化課内 ）

4026・235･7174（直通）または
　穂生活環境課交通防犯係（482・3131 ㈹ 682・6622）

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
の

更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

（

81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

暮
ら
し
の
安
心

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス

問
健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81
・
０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

松
山
博
さ
ん　

関
東
管
区
行
政

評
価
局
長
表
彰
状
受
賞

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

問
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

演

講


